
 

 

 

 

 

 

 

3月 29 日に清々しい春風の中、住職継職奉

告法要を厳修致しました。総代、婦人会をはじ

め、ご門徒の皆様には、ご祝福のお言葉やご懇

志を頂き、洵に有難うございました。感謝の気

持ちでいっぱいです。 

 住職としてお返しすることは、ただ、浄土真

宗のみ教えをお取次ぎさせて頂くこと、ご法縁

をできるだけ多くお伝えすることだと思ってお

ります。 

今後とも、どうぞ宜しくお願い致します。 

 今、前住職のご指導のもと、おぼえることが

たくさんあります。そして、私のこと、お寺の

ことに親しんで頂くためにも「安楽寺だより」

を季刊ごとにお配りすることに致しました。安

楽寺の法要の案内や報告、また本願寺や組内の

出来事など、伝書活動として取り組んでいきた

いと思います。 

文書へたで、誤字も多くあると思いますが、そ

こはお許し頂きたくお願いします。 

 それでは、継職法要時の写真を載せてご 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告します。午後 1時を過ぎ、総代の赤羽さん

宅で庭儀宿勤行を勤め、安楽寺まで、仏旗を掲

げ、総代さんと婦人会役員、また法中 ( 近隣 

 

 

 

 

 

 

 

寺院 ) 方と並び、庭儀（おわたり）を致しまし

た。 

  

 

 

 

 

 

 

 

本堂では、ご門徒の皆さんと親族の方が参拝

して頂き、満堂の中、法要が始まりました。 

喚鐘の響きと共に法中が入場して着座、小川

組長 ( 和歌山西組 ) より本願寺ご門主より送ら

れた住職許状伝達を代読して頂ました。 

そして、新住職として、初めての導師です。

緊張の中、決意表明となる表白、散華 ( 蓮の花

弁紙 ) 、正信偈の勤行と定められたお勤めを行

いました。 

 内陣退出後、極楽寺の伊井先生に記念法話を

していただき、総代の赤羽さん、婦人会会長の

磯本さんに歓迎の挨拶を受けました。それから、

私がお世話になった岸和田の根来住職から山号

額を授与していただきました。 

その後、昭乗前住職と私がお礼と挨拶をさせ

て頂きました。 

  

 

 

 

 

安楽寺だより 平 成 21 年 春 号  

住 職 継 職 奉 告 法 要 と ご 挨 拶  



そうして、午後 4時に 3時間に及ぶ継職法要

は無事に終了しました。 

このような立派な法要が行えたのは、多くの

方々のご尽力によって支えられたおかげであり

ます。これからも「おかげさま」の気持ちを忘

れることなく、ご法務に従事させていただく思

いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


